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【緒言】厚労省（2005）は、年々増加する国民医療費
を防止するために、従来のハイリスク・アプローチ
とは別に、ポピュレーション・アプローチにも力を
入れだした。例えば、健康フロンティア戦略という
施策の中で、「1に運動、2に食事、しっかり禁煙、
さいごにクスリ」というキャッチフレーズを設け、
生活習慣病予防に関する啓蒙活動を社会全体に向け
て行っている。このキャッチフレーズの中で「1に
運動」が記述された背景には、私たちの運動不足が
従来よりも深刻さを増し、その一方で糖尿病を代表
とする生活習慣病有病者の数が急増してきたことに
よる。私たちの日常生活における身体活動量に関し
ては、座位中心の仕事形態に加え、テレビ・ビデオ
視聴、コンピュータなどの普及とともに確実に減少
しており、一方で運動の効果が叫ばれている割には
運動実践者の数は増加していない。その原因として、
時間不足、運動嫌い、施設へのアクセスの悪さなど
運動実践を妨げるバリア要因があげられる。これら
のバリア要因を解消するため、運動に限らず、日常
生活の中で実践可能な身体活動量の増強に注目する
必要がある。階段利用は、その最たる対象である。
本研究の目的は、官庁ビルにおける職員を対象に、
1）階段利用に関わる健康行動の意識を調べること、
および2）階段利用を促進するようにデザインされ
たポスター提示および個別メッセージの効果を見る
ことである。
【方法】＿週査杜象者は，霞ケ＿関＿官庁ビルに勤務する
208名（男性152名，女性56名）、彼らは各階およ
び複数ある部局からできるだけ無作為に近い形で選
別された。調査内容は、身長、体重、年齢、一般的
な健康意識、運動習慣、階段の利用頻度の他、運動
に関する行動変容ステージであった。これらの質問
は、後に述べるポスターおよび個別メッセージ介入
の前後に行われ、介入後では、ポスターや個別メッ
セージに関わる質問も加味された。同時に、介入後
では、個別メッセージを受け取っていない職員から
もポスター介入の効果に関する質問が行われた。
ポスターは、事前調査終了後、2種類のポスター
が1種類ごとにそれぞれ2週間、すべその階のエレ
ベーターホールに貼付され、その後、再度2種類の
ポスターが両方掲示され、同時に事後調査が行われ
た。最初のポスターが掲示されて1週間後、トラン
スセオレテイカル・モデルを基に、各行動変容ステ
ージに応じた個別コメントが配布された。これらの
個別メ、ツセージは、階段利用の効果、行動変容ステ
ージに応じたメッセージ、および厚労省によって最
近公表された厚労省運動所要量についての概要が含
まれていた。
【結果】ステージマッチドの個別メッセージを受け
取り、その上にポスター介入の暴露も受けた人たち
を対象に個別メッセージおよびポスター暴露による
効果を検証したところ、ステージマッチド群、特に
初期のステージではステージを上昇する人の数が増
加し、後期のステージでも維持できた人が多く見ら
れた。また、健康不安が減少し、健康意識が増加し、
階段利用や歩こうとする意図が増加した。ステージ
マッチドの個別メッセージを受け取り、その上にポ
スター介入の暴露も受けた人たち（個別メッセージ
およびポスター暴露群）とポスターのみ暴露された
人たち（ポスター暴露群）の効果を比較した。その
結果、「階段利用ポスターを見てどの程度階段を利用
しようという気になったか」の間に対して、「少し成
った－きわめてなった」と回答した者は、全体で
77％、ポスター暴露群で75％、個別メッセージおよ
びポスター暴露群80％であった。さらに、「階段利
用ポスターを見て実際に階段利用頻度が増加した
か」という間に対しては、全体、ポスター暴露群、
個別メッセージおよびポスター暴露群それぞれ
66％、66％、67％であった。
【考察】事前調査の結果、官庁ビルにおける階段利
用は、利用階段の数に依存していることがわかった。
すなわち、高い階で仕事をしている職員や複数階の
移動を行う職員はエレベータ利用に頼らざるを得な
い。しかし、彼らは、ポスター介入が行われたこと
で、官庁内において2、3階分ならば階段を利用し
ようという気になり、また実際に利用した頻度も増
加した。さらにその効果は、日常生活における健康
行動への意識に広がった。特に、ポスター介入に加
えて、ステージにマッチした個別メッセージは効果
的であった。
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